
 

 

令和２年度 チバザビーフ協議会通常総会 議事録 

 

 

１ 開催日時      令和２年７月３日（金） １４時～ 

 

２ 開催方法      新型コロナウイルスによる感染症の拡大防止のため書面開催 

 

３ 開催場所      公益社団法人千葉県畜産協会（事務局が書面決議の開票） 

 

４ 議決権の総数    ８８（生産者会員の数） 

 

５ 議決権行使者総数  ６０ 

 

６ 議案及び開票結果 

 

第１号議案 令和元年度事業報告及び収支決算の承認について 

  賛成 ６０票、反対 ０票  【可決】 

① 令和２年２月に開催を予定していた「第１０回チバザビーフ枝肉共励会前夜祭」については、

新型コロナウイルスによる感染症の拡大と蔓延に伴い、急遽中止しました。 

② 関係団体等から中止決定前に既に前夜祭協賛金として入金いただいた分は、ホテルキャンセル

料（吊看板作成実費分）相当を差し引いた額を、食肉市場まつり参加のための積立金として計上

しました。 

 

 第２号議案 令和２年度事業計画及び収支予算の承認について 

  賛成 ５９票、反対 ０票、未記入 １票  【可決】 

① あくまでも年度当初での事業計画ということで提案しました。新型コロナウイルスによる感染

症の影響が大きく、各種イベント等の中止が決定、又は検討されているところです。 

② 千葉県「チバザビーフ」が推奨銘柄として参加予定であった「東京食肉市場まつり２０２０」

についても、正式に中止の連絡がありました。（別紙参照） 

③ 食肉市場まつりに関連する催し等（産地交流見学会やプレスキャラバンなど）もあわせて中止

となります。 

④ 広告宣伝活動の推進にて提案した「じゃらん」を活用したプロモーションについて、「コロナ

禍の中、再考が必要なのでは？また、2,530千円という大金を支出するにあたり、その趣旨を説明

すべきでは？」との意見がありました。 

⑤ 第２号議案の頭にも記載したとおり、あくまでも年度当初での事業計画となっており、もとも

と下記のように年間を通して、また連動して次につながるＰＲ活動が図れるよう計画を練ってい

ました。 

【夏】7～9月頃   県産牛肉キャンペーン（市場まつり等のPRを兼ねる） 

【秋】9～10月頃     食肉市場まつり2020及び枝肉共励会開催（じゃらんと連携しPR冊子配布） 

【冬】11月～1月頃   じゃらんを活用したプロモーション（宿泊施設等との連携） 

 ⑥ 【夏】の県産牛肉キャンペーンについては「千葉県産牛肉応援キャンペーン」として実施予定

で、【秋】の食肉市場まつり等については前述のとおり中止が決定、【冬】じゃらんの活用につ

いても見直しを図るべく、担当者と連絡をとっています。 

 ⑦ 「じゃらん」は誰もが知っている広告媒体であり、特に、じゃらんが得意とする宿泊施設等と

連携し「チバザビーフが食べられる宿泊プラン」を造成することは、県産牛肉の知名度向上及び

消費拡大を図るうえでも、非常に有効な手段であると考えます。（東京食肉市場まつりのような

大型イベントと連動させることでさらに効果があると見込んでいました。） 

 



 

⑧ 今回、プロモーション費用として2,530千円を計上しているのは、差し当たりじゃらんから提案

のあったプロモパック（「じゃらん」本紙での特集、週刊じゃらん（スマホアプリ）、ネットニ

ュース、ＳＮＳ、チバザビーフ宿泊プラン造成費用も含む。）を活用した場合の経費となってい

ます。（別紙参照） 

⑨ 今年度事業については時勢柄、計画の中止・変更・見直しが必須です。理事会等にて協議し、

慎重に進めてまいります。 

 

第３号議案 令和２年度会費の賦課及び徴収方法について 

 賛成 ６０票、反対 ０票  【可決】 

① 生産者会費及び賛助会費ともに昨年度と同額にて提案しました。 

② 加えて食肉市場まつり協賛金の募集について記載していますが、市場まつり開催中止に伴い協 

賛金の募集も停止します。 

③ 中止決定前に既に入金いただいている協賛金については、返金する旨、調整します。 

 

第４号議案 役員の改正について 

 賛成 ５９票、反対 １票  【可決】 

① 理事及び監事の選任について、また専門部会に係る生産者委員の選出について提案しました。 

② 理事等の選出については「（銘柄毎の）出荷（頭数）割合にあわせた員数にするべきでは？」 

との意見がありました。 

③ チバザビーフ協議会は、もともと各銘柄出荷団体の集まりから始まった経緯もあり、出荷頭数 

の大小にかかわらず、役員（理事及び監事）には概ね各銘柄の代表（及び副代表など）がそれぞ 

れ選出されています。 

④ 一方で、理事を補佐する専門部会の生産者委員には、比較的会員数や出荷頭数の多い銘柄から 

選出されていますので、役員と専門委員を併せれば、各銘柄の組織規模に見合った員数が選出さ 

れているのではと考えます。 

 ⑤ 理事の互選による会長及び副会長の選出については、予め６月３日開催の理事会にて、第４号 

議案が可決した際には現行の会長及び副会長がその任を引き継ぐ旨、了承を得ています。 

 

≪新役員等一覧≫ 

［会 長］（１名） 宮澤 武志 

［副会長］（２名） 岩渕 義徳、大川 修一 

［理 事］（７名） 岩渕 一晃、椎名 寿行、関口 次敏、宇井 正之、江口 幸太郎、 

［理 事］（７名） 篠本 正治、向後 眞 

［監 事］（２名） 麻生 義一、石上 信幸 

［専門委員］（５名） 髙山 和視、伊藤 茂雄、小池 幸廣、齋藤 茂樹、岩井 康至 

 

７ その他 

 ① 「どこかのイベント内でも良いが、新しい人々がこの世界に入れるような説明会などがあって

も良いのでは。」との意見をいただきました。 

 

以上のとおり報告します。 

 

 

令和２年７月３日 

 

チバザビーフ協議会  

事務局 小倉 崇司  



別紙
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具体的な進め⽅

対象事業者 連携施設 販売期間

初年度 趣旨に賛同した
⽣産事業者 宿泊施設30施設程度

2年⽬ 初年度の結果を受けて
新たに⼿を挙げた⽣産事業者

宿泊施設50~70施設程度
道の駅、レストラン等 半年程度

3年⽬ 2年⽬の結果を受けて
新たに⼿を挙げた⽣産事業者

宿泊施設80〜100施設程度
道の駅、レストラン等 通年

✓⼀過性のものではなく中⻑期的なブランド認知度UPを狙いたい
✓そのために３ヵ年計画で対象事業者、連携施設、販売期間を広げていく

▼３ヵ年計画（案）

３ヶ⽉程度

別紙
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